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1７

スポーツライフの中の「アイリッシュネス」

－GAA(GaelicAthleticAssociation)の設立（1884）過程から－

大久保英哲，榎本雅之＊

"Irishness'，throughtheSport-LifeoftheIrishPeolDle

ＨｉｄｅａｋｉＯＫＵＢＯ，MasayukiENOMOTO

１．研究の動機・目的及び意義

アイルランドでは，サッカーやラグビー，ゴ

ルフなど多くの英国式のスポーツが行われ，ま

た人々は毎週のプレミアリーグ（英国プロサッ

カーリーグ）や，冬に行われる６ネイションズ

カップなどに大きな関心を寄せている。こう

いったプロスポーツのほかに，アイルランドで

は，「ハーリング(Hurling)」「ゲーリック・フッ

トボール（GaelicFootball）」「カモギー

（Camogie)」といった伝統スポーツが行われて

おり，この選手たちは，プロフェッショナルで

はなく,全員アマチュアとしてプレーしている。

毎年,９月に開催されるオール・アイルランド・

チャンピオンシップス（AlIIreland

Championships）は国内最大のスポーツイベント

であり，伝統スポーツが現在でも人々に支持さ

れ，重視されていることがわかる。

これら伝統スポーツを統括している組織が

GAA（GaelicAthleticAssociation）である。1884

年に設立されたこの組織は，英国からの近代ス

ポーツの流入に抵抗し，自国のスポーツを保護

するために活動してきた。1971年まで，禁止条

項（Ba､）によりＧＡＡのメンバーはサッカーや

ラグビーを行うことはおろか，観戦することも

禁止されていたし，英国からの独立派やアイル

ランド統一派と結びつくことにより政治的な活

動も行った。ＧＡＡは「アイリッシュネス」をメ

ンバーに意識させることによって，組織の基盤

を整えていた。

このＣＡＡによって主催・統括されるスポー

ツ（以下ＧＡＡスポーツ）は，アイルランド国

民が世代を超えて楽しむことのできるスポーツ

ライフを可能にするシステムになっている。各

教区で組織されるクラブシステムによって，子

どもたちは町の代表としてプレーすることを目

標とし，大人たちは町の代表としてプレーする

ことを誇りにしている。また，プレーすること

から引退した人たちは，町の代表として戦う後

輩たちをサポートし,子どもたちの指導を行う。

この伝統は各地のクラブに脈々と受け継がれ，

GAAスポーツが生涯にわたってスポーツを楽

しむ場として機能している。したがって，地域

性が強く意識され，自分の名誉，町の名誉のた

めにプレーすることが尊重されており，またク

ラブの運営はほとんど，地域の人々のボラン

ティアによって行われている。

現在日本の平均的な人々のスポーツライフを

見るとき，そこで行われているスポーツはほと

んどが外来のスポーツである。その一方で，そ

れらのスポーツの中に「日本人」としてのアイ

デンティティを見いだそうとしているようにも

見える。また，日本が過去に生み出した柔道の

ようなスポーツも国際化を指向するあまり，効

率的なトレーニングを行うことに関心が向けら

れ、スポーツを通して、自己の内面と向き合う

ことや、競技前後の儀式的な日本独自の要素が
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King2の著作がある。Puirseallは，主に当時の新

聞であるＦ》℃e､α〃’sJb"r,､ﾉや伽〃ﾉ７℃ﾉﾋＪＭの

記事を用い設立期ＧＡＡについて叙述している。

著者はスポーツ紙のジャーナリストであり，物

語的要素の強い著作となっている。

Burca3は,ＴＦ.Ｏ'Sullivanl5の肋びq/伽ＧＬ４

(Dublin,1916）に依拠しながら,新聞史料を用い

設立期ＧＡＡについて述べている。Burca3は

GAAの設立やスポーツ活動について概観して

おり，ＧＡＡの設立が成功し，各地でＧＡＡ主催

の大会が開催されたことや，多くのクラブが加

盟したことを述べている。しかしここで扱われ

た大会はＧＡＡにとって重要な大会のみであり，

設立期のスポーツ活動を網羅しているとは言え

ない。

King2はハーリング史を中心に概観した著作

の中で，ＧＡＡ設立期を「ハーリングの復活期

（therevivalofhurling)」と位置づけている。

King2は１８８７年にハーリングやゲーリック．

フットボールのオール・アイルランド・チャン

ピオンシップ大会の開催が決定されるまで，

GAAの最優先課題は陸上競技大会をアイルラ

ンドの全ての階層の人のために開催することで

あったと述べている。

設立期ＧＡＡの代表的な人物史研究には，

Burca4による研究とORian5による研究がある。

前者は設立者マイケル・キューザック(Michael

Cusack)について，後者は初代会長モーリス．ダ

ヴイン(MauriceDavin)について叙述している。

それぞれの研究は，当時の新聞や手紙などを用

いて詳細に人物像を描いている。また，キュー

ザックに関する史料として，α/"c伽asを用い

ている｡キューザックはＧＡＡ設立のためのキャ

ンペーンを各地で展開し，組織を設立するに至

る。Burca4はキューザックの存在がＧＡＡ設立

にとって必要不可欠であったことを指摘してい

る｡ORian5はダヴインの陸上競技大会における

活躍やＧＡＡにおける役割について述べている。

これら両著作から,ＧＡＡ設立期のアイルランド

のスポーツ界の－側面を知ることができる。し

薄くなる傾向にある。このようなグローバル化

と地域や国民のアイデンティティを如何に調和

させるかは国民スポーツの大きな課題でもあろ

う。

アイルランドの国民スポーツは，隣国で宗主

国であった英国に文化的に対抗する必要性から，

アイルランド独自のスポーツの中に「アイリッ

シュネス｣を求めた｡アイルランドの国民スポー

ツである「ハーリング」を統括する組織である

GAAは,これらの問題にどう取り組んだのであ

ろうか｡本稿では国民スポーツを統括するＧＡＡ

の設立過程を検討する中から，このことを明ら

かにしてみたい。

２先行研究の検討

ＧＡＡは単にスポーツ組織としてだけでなく，

独立運動や反英国運動などを通じて政治に強く

関わってきた歴史的経緯から，ナショナリスト

たちの政治的組織と見なされてきた。これまで

のＧＡＡスポーツ研究の多くはそのような文脈

の中で叙述されてきている。このＧＡＡの評価

は内戦やテロが沈静化している現在（2007年）

においても残り，社会学や政治史的な視点から

のＧＡＡをとりまく研究が見られるものの，

GAAの全体像を把握するにはいまなお十分研

究がなされていないのが現状である。

このように,ＧＡＡ史研究は，その政治性ゆえ

に敬遠されたり，逆にその政治的な象徴性ゆえ

に研究の対象ともされてきたのであるが，多く

は通史L2o3や伝記4.5,地方史やエピソード集６．

７等の形でとして叙述されてきた。また，近年，

特定の期間に焦点をあてた研究８．９，ｌｑｌｌなども

みられる。日本でもＧＡＡに関する研究'2.'3.'４

は行われているが，本格的な史料実証的研究は

なされていない。

《通史・伝記・地方史やエピソード集》

ＧＡＡの代表的な通史にはPuirseal1とBurca3

の著作があり，加えて現在のＧＡＡの主要活動

となっているハーリングについての通史である
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かし，両著作ともＧＡＡ系の出版物であり，客

観的な叙述がなされているとは言い難い。

Cronin6は，コーク州に関連した人物や出来事

59項目について,設立期から現在(2005年出版）

までを先行研究により叙述した。この著作は

Cork市が２００５年ヨーロッパ文化都市に選ばれ

たことを記念して出版された｡Fullam7はこれま

での編年体で述べられてきた先行研究を，多角

的に分類し,紀伝体に書き換えて紹介している。

以上２冊の著作は，参考資料の出自も明確では

なく，ＧＡＡを分析することよりもその性質を紹

介することに重点を置いている。両著作はよく

まとめられているが，先行研究をまとめただけ

という限界をもつ。

らかにしている。また，ＧＡＡの禁止条項につい

て，その役割がＧＡＡの行うスポーツ活動以上

にナショナリズムにとって重要であったことを

指摘している。

石井''は，前述したMandle89，Rouse1oの研

究を整理し，禁止条項を通してＧＡＡとアイル

ランドナショナリズムの関連を指摘している。

しかし，石井の「アイルランド人にとってはイ

ギリス・スポーツそのものが容易に受け入れる

ことのできない政治的意味を表象していたのか

もしれない｡」’７という指摘は，あくまでも運

営上の規則，禁止条項から見たものであり，ア

イルランドの社会背景や禁止条項の浸透状況な

どの実態をふまえたものではない。これらのこ

とを検討すれば，異なる指摘を行うことができ

よう。

以上の研究の主要な焦点はナショナリズムと

GAAの関係であり，ＧＡＡがナショナリズムと

密接に結びついていたことや，両者が相互に作

用しながら成長していった過程を知ることがで

きる。また，設立期ＧＡＡの執行部を支えてい

た人々の中に，ＩＲＢの活動メンバーが多数含ま

れていたことも明らかにされている。しかしな

がら,ＧＡＡの中央委員会の活動が中心に述べら

れ，彼らが実際のスポーツ場面においてどのよ

うな役割を担っていたのか，或いは，ＩＲＢ以外

の一般的なＧＡＡのメンバーがどういった人々

であったのかということには触れられていない。

《初期ＧＡＡについて》

Mandlea9はこれまでのＧＡＡ史の先行研究か

らＧＡＡと庶民文化，ＧＡＡ内のＩＲＢ（lrish

RepubIicanBrotherhood）組織の活動についてま

とめている。庶民文化との関連については，初

期ＧＡＡにおいて，組織をコントロールする立

場であったナショナリストたちが，庶民文化に

GAAを通してナショナリズムを浸透させて

いったこと,ＧＡＡスポーツを英国に対抗する象

徴的なものとして形作ったこと，そして，カト

リック教会を巻き込んだ１教区ｌクラブ制が

GAAを庶民文化に浸透させるために大きな役

割を果たしたことを指摘している。またＧＡＡ

内でのIRBの活動について,その設立から１９１６

年までのイースター蜂起までをＧＡＡの中央委

員会の議事録，新聞を資料とし，詳細に叙述し

ている。

Rouse1oは，当時の新聞を主資料として用い，

GAAがどのような経緯で敵対する組織や人々

に対して禁止条項(Ba､)を制定し改正していっ

たのかを詳細に叙述している。これにより，設

立後すぐに制定された禁止条項の持つ意味は，

GAAがアイルランドの陸上競技界で重要な地

位を確立するためのもので，以後改正されてい

くものに比べて政治的意図は薄かったことを明

《日本のＧＡＡ研究》

海老島14,大沼'５，坂１６は，社会学的な視点

からアイルランドにおけるナショナリズムとス

ポーツの関係について調査している。海老島'４

は，先行研究を参考にしながら，設立から１９００

年代初頭にかけての地方ＧＡＡクラブについて

概観することで,ＧＡＡが教会やNationalLeague

と密接に結びついており，地方に住む人々が，

はじめは教区の中の一個人から，より大きな社

会集団に組みこまれていったことを指摘してい

る。しかし，これは社会構造学の視点から地方
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クラブを叙述したため，その実態や地方の人々

の様子は明らかにされていない。大沼１５は

Sugdenら１８の先行研究から，アイルランドで行
われているＧＡＡスポーツ・ラグビー･サッカー

について分類し，アイルランドにおけるＧＡＡ

の位置づけの検討を試み，現在のアイルランド

のスポーツ界が３分割されているのは，１９世紀

後半から続くスポーツと政治との密接なつなが

りによるものであると指摘している。坂'6は，

海老島'4の先行研究をもとに，キューザックが

近代的身体の育成を目指しており，その`性質は

IRBの軍事訓練の要求を満たすものであったこ

とを指摘している。大沼'５，坂'6の研究は設立

期ＧＡＡの先行研究をまとめたものであり，こ

れらの研究の関心がスポーツと政治性の関連に

向けられ，スポーツ活動に関する史料実証的な

研究とは言い難い。

その熱中ぶりは1336年のキルケニー法(Statutes

ofKilkenny）からも見て取れる。

人々は国境の争いで地面の上で大きなクラブで

ボールを打つハーリングという名のゲームを用い

てはならない。（中略）弓をひいたり，槍を投げた

り，腕を使うほかの上品なゲームをすることによっ

て,アイルランドの外敵から容易に身を守ることが

可能になるかもしれない。

街の囲いの中に住む人々はハーリングをし続

けると,監禁されたり罰金を科せられたりした。

しかしそれでも，この土着のゲームから人々を

引き離すことはできなかった。ハーリングは

1537年のゴールウエイ制定法(GalwayStatutes）

によって再び禁止される。植民者の間でとても

人気のあったこのスポーツは，自然な流れでア

イルランドからイングランドに紹介された。

1667年のジョン･ダントン（JohnDunton）は

彼がアイルランドで見たゲームについて手紙に

詳細に記している。

以上，先行研究を概観すると次のことが指摘

できる。

これまでＧＡＡ研究は政治との関連の中で述

べられており，特に設立期ＧＡＡの分析は,ＧＡＡ

とナショナリストの蜜月のルーツを解明するた

めの試みであったといえよう。また，同様に

GAAの禁止条項を分析することで，ＧＡＡがス

ポーツ組織としては極めて特殊な性質を持って

いることを明らかにしている。しかし，いずれ

の先行研究も,ＧＡＡの執行部について焦点を当

てており，スポーツの開催現場でのナショナリ

ストたちの活動には全く触れられていないのが

現状である。

アイルランド人は牛の背から毛を引っこ抜き,彼ら

の手で，それをとても硬い大きなボールにする。こ

のボールを彼らはハーリングで使う。ハーリングと

は，柄が３．５フィートほどのカモーンと呼ばれるス

ティックでボール打つゲームである｡そのスティッ

クの下の部分は,曲げられていておよそ３インチほ

どの広さがあり，この広い部分の上で，ボールを運

んだり，相手側の選手を飛び越えて，４０または５０

ヤードの距離をとばす｡負けそうになると，ボール

を思い切り打ち，ゴールに向かって飛ばす。

３．１９世紀中頃までに行なわれたハーリング

まず,PadraigPuirsealのＺＨＥＧＭｊ"JZ1S刀ＭＥ

'9をもとに19世紀中頃までに行われたハーリン

グについて述べる。

ハーリングはバイキングの侵略の時代にも

ゲール人に好んで行われていた。その後ハーリ

ングは土着のアイルランド人だけでなく，アン

グローノルマンの侵略者たちにも人気を博した。

このスポーツは時々,教区や男爵領で対抗試合が開

かれた。それらはｌチーム１０人，１２人，あるいは

20人の選手を選び,褒美は１または２バレルのエー

ルだった。それはフィールドの中に運ばれ,勝利者

はそこで酒を飲むのだった。

このゲームは普通，とても広い平原で行われる。葉
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のない草がよりよい。そしてそれぞれのゴールは

200から300ヤード離れており，ボールが相手側の

ゴールを越えた方がその日の勝者だった。（中略）

これらの大会では，２千人の人を集めることもあっ

た。

帽子などの小物であったのか詳しくはわからな

い。

そして’８世紀の中頃,男爵領でのハーリング

は最も盛んに行われ，多くの観衆を集めた。試

合は，貴族や大地主の問で組織され，彼らの使

用人や借地人たちがゲームを行った。また，時

折そういった個人間の対戦でなく，もっと広い

範囲で，つまり州や地方をベースとしての試合

も行われた。そして賭けが盛んに行われ，トラ

ブルも相次いだ｡この頃になると，これらのゲー

ムは平日に行われていた｡また,上流階級の人々

もハーリングを行なっていた。フィンズ・レン

スター・ジャーナル（Finn，sLeinsterJournal）

によると，1768年にテイペラリー(Tipperaly)，

キルケニー（Kilkenny)，クイーン（Queen）州

の貴族たちの間でハーリングコンテストが行わ

れたという記録がある。

アイルランドの南部や西部は，ハーリングの

拠点だった。それらの地域では，いたるところ

でそのゲームが行われていた。以前から行われ

ていた地域は，現在でもハーリングが盛んで，

アイルランドの他の地域に比べてハイレベルな

プレーをする。

Ｃｓホール夫妻（Ｍ１:andMrs､Ｃｓ,Hall）は

1830年代ケリー（Kerly）で行われたアイルラ

ンドの小作農の素晴らしいゲーム，ハーリング

についての詳細な記述を残している。

１８世紀に入り，男爵領のハーリングが盛んに

なった。その様子をモーガン公爵夫人（Lady

MoIgan）は，以下のように記述している。

それぞれの州では,時々男爵領同士でハーリングの

試合を行います｡それぞれの集団は軍隊のように整

列し，自分たちの色によってお互いを見分けます。

それぞれのゴールは,だいたい２００ヤードほど離れ

た距離にあって，そのゴールはアイルランド語で

coolbai正と呼ばれる２人の歩哨によって守られま

す。（中略）ゲームの中で，その言葉，魂，機敏さ

が表現され，それは本当にすばらしいものです。

また，同時代の他の記述では，

ハーリングまたはゴールは,アイルランドで好まれ

ているゲームである。（中略）それはスコットラン

ドのゴールのゲームによく似ている。しかし，ボー

ルはずっと大きく，普通直径が４インチくらいある。

その道具もまたより大きく底は角ばっておらず丸

い。ゴールを行う人（goaIers）の数は２０人や，100

人あるいはそれ以上のこともある。それはふつう広

い野原で行われ,人数と機敏さにおいて同じくらい

の力量の二つの集団で行われる｡それぞれで決めら

れた相手側の生垣の上をポールが越えることを目

的として行われる｡その生垣は試合開始前に決める。

それぞれのチームから選ばれ編成された50人か６０

人の選手は，たいてい裸足で，向かい合った二つの

列を作り，彼らはハーノレを交差させて，ボールが投

げ上げられるのを待つ。（中略）それぞれのゴール

には二人のゴールを守る人がいる。

これらのゲームは普通，日曜の礼拝の後行わ

れた。また，生垣の代わりにその土地の目印と

なるものを使ったりもした。その目標物は道で

あったり，木であったりして，様々な場所で行

われた。モーガン公爵夫人の記述には相手との

区別を行うためにユニフォームの着用を推測さ

せる記述があるが，それが服装であったのか，

ボールを投げるために選ばれた人は，できる限り

まっすぐ上に投げる｡その間集団はハーノレを引き下

げている｡ボールが上がると彼らはハールを持ち上

げ，その降下のときにボールを打つ。今戦争に似た

衝突が始まる｡ハールのぶつかりあう音がガチャガ

チャと聞こえる。ボールは繰り返し打たれる。たび



金沢大学教育学部紀要（教育科学編） 第５７号平成２０年2２

たびゴール前での攻防が行われるが,だれかが十分

なクリアをする｡そしてボールはフィールドを越え

て飛んでいく。

すぐ後のクイーンズカレッジによって開かれた

大会も同様に上流階級の人々のみに制限された。

田舎の体のがっしりした日雇い労働者などは，

そのように集まって競い合う場所がなかった。

ダブリンの労働者や貧しい商人は，カレッジ

パークや役人たちが使うレンスター・クリケッ

トグラウンドに入れなかった｡しかし１９世紀後

半，そうした社会集団の余暇時間が増加すると

ともに，スポーツへの興味も増加していた。し

かし，ジェントルマンのアスリートだけが，厳

しいアマチュアリズムの規定を満たす唯一の集

団であり，カレッジパークやクリケットグラウ

ンドで競うことが認められた。

このアマチュア規定とは次のとおりである。

優れたハーリングの選手には,素早い目と迅速な手，

力強い腕が必要だ。その人は，よいランナーで，巧

みなレスラーでその上,忍耐強く毅然としていなけ

ればならない。

１８４０年代に入り，大飢饅が起こる。その頃

ハーリングが行われていたかどうかをこの文献

から読み取ることはできないが，この大飢饅で

農民たちは,その日を生きるために,農具を売っ

て食料を得た。生活のために必要な農具を売る

ほどであるから，ハーリングの道具も売り払わ

れたりしたのかもしれない。 アマチュア規定一オープンの大会に参加してはな

らない。公的であれ，私的であれ賭けが行われる競

技に参加してはならない｡人生の中で生計の手段と

して,競技大会の運動を教えたり手伝ったりするこ

とを仕事にしてはならない。修理工，職人，労働者

であってはならない。

４．上流階級に限られたアイルランドのスポー

ツ界

次に,PadraigPuirsealのＺＨＥＧ４Ａｊ"Im71ME

20をもとにアイルランドのスポーツ界について

述べる。

《競技大会》

１９世紀中頃に，オックスフォードやケンブ

リッジで始まった組織的な競技大会やスポーツ

大会がアイルランドにも伝わる｡こういった｢大

学競走大会（CollegeRaces)」は1857年に，ダ

ブリンのトリニテイカレッジで発足する。この

大会はトリニティの人々のためのものであり，

またすぐにこの大会は威信と人気のある大会と

なる。

イングランドでは最初のアマチュアアスレ

チックチャンピオンシップ（AmateurAthletic

Championships）が1866年に開かれた。ダブリ

ンでは翌年のフイーニアンの蜂起の年(1867)に，

最初のクラブスポーツ大会が開かれた。それは

シピル・サービス・アスレチッククラブ（Civil

ServiceAthleticClub）によって組織され，それ

は大学競走大会のように,競技者の制限があり，

上流階級の人々のためのスポーツ大会となった。

このアマチュア規定により，ほとんどの人々

が競技会に参加することができなかったが，こ

のことがかえってアイルランド人の競技会への

興味をおおいに刺激したという点で成功したの

だとPuirsealは皮肉を込めて述べている。この

ようなスポーツ大会は６０年代の後半まで多く

の地方で開催された。

７０年代前半までに競争的なアスリートの要

求を満たすいくつかの組織が，ダブリンや地方

に出現する。1872年のアイルランドチャンピオ

ンアスレチッククラブ(IrishChampionAthletic

Club)の成立は,人々の強い要求によるものだっ

た。多くの点でこのクラブは上流階級の人たち

のための以前と同じような差別を行った。この

クラブは，‘委員会によって承認された'全ての

アマチュア競技会のためのチャンピオンシップ

を組織した。毎年５シリングの会費をメンバー

は課せられ，その最初のチャンピオンシップは
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1873年の夏，カレッジパークで開かれた。この

大会は競技会に‘アイルランド（Irish)，という

名称がつけられた最初のものだった。

その時までに競技会は富裕層の間で，とても

人気のあるものになっていた。そして彼らは，

承認されているアスレチッククラブに回状をま

わし，アイルランドナショナルアスレチック委

員会（IrishNationalAthleticCommittee）の設立

を提唱した。ヴァレンタイン・ダンパー

（ValentineDunbar）は，有名なスポーツの審判

でハンディキャップを調整する人物であった。

彼はアイルランドで唯一のスポーツ紙であるア

イリッシュ・スポーツマン紙（IrishSportsman）

の共同経営者であり，スポーツライターでも

あった。彼はアイルランドナショナル狩猟・障

害物競馬委員会（lrishNationalSteeplechase

Committee)の形式でアスレチック委員会を設立

することを提唱した｡そして,全てのアスレチッ

ククラブに「アイルランドで競技会を統括する

ための，ルールの起草や委員の選出のための会

議」に代表者を派遣するよう依頼した。

この動きは多くの関心を集め，新聞紙上で回

状についての議論が行われた。ポイントとなっ

たのは，スポーツに労働者を参加させるか否か

ということと，「賭けランナー」として知られる

ダブリンのアスリートたちの処遇であった。こ

ういった議論の後，新しい組織のために起草さ

れたルールはアイリッシュ・スポーツマン紙に

掲載された｡規則の一つとして,競技者はジャー

ジでニッカーボーカーズをはくか，上はジャー

ジでひざで切ったズボンを着用する大学生のよ

うな服装をしなければならなかった。緩和され

たアマチュア規定は次のとおりである。

ならない｡賞のために競技するプロフェッショナル

と競技してはならない。この条件に抵触する人は，

自分が参加するに足る社会的地位があるという申

し分のない推薦状を大会の本部に提出し,禁止され

ていること（金銭のために競技してはならない。入

場料をとる競技に参加してはならない｡賞のために

競技するプロフェッショナルと競技してはならな

い｡）をしていないということを証明しなければな

らない。

毎年のチャンピオンシップは，アイルランド

チャンピオンアスレチッククラブの庇護の下で

開かれ続けた。しかし，その地位は不確かなも

のとなり,次第に中心的な支配力を失っていく。

この頃の様子を見て，アイルランドチャンピオ

ンアスレチッククラブのメンバーであったマイ

ケル・キューザックは，ハーリングや重量投げ

が行われていないアイルランドの状況に，荒廃

と物寂しい雰囲気を感じると述べている。当時

台頭してきた中産階級は，カトリックのアイル

ランド人だった。彼らは余暇時間の使い道をス

ポーツに求めたが，そのスポーツは英国産のも

のばかりだった。彼らはまだ地方のアイルラン

ドに残る伝統的なスポーツの復活を望むように

なっていく。

１８８０年に英国アマチュアアスレチック協会

（AmateurAthleticAssociation;AAA)はイングラ

ンドでスポーツ大会の運営を統合するために設

立された。しかし，これに対応する動きはアイ

ルランドでは見られなかった。

1881年のチャンピオンシップの後アスリー

トたちは話し合い，アイルランドにアマチュア

アスレチック協会を設立することを決意する。

協会設立のための委員会は招集されたが，この

計画は実行されず失敗に終わる。］883年頃は，

ＡＡＡに定められた従来どおりの規則で競技会

は開かれていた。職人，修理工，労働者は参加

できず，金銭のために競技する競技者は除外さ

れていた。

ダブリンを中心とする組織的な競技会は英国

陸軍,海軍,民兵の士官,官僚,承認された競技会，

クリケット,漕艇,ヨット，フットボール,ハーレー，

ラクロスクラブのメンバー,ダブリン,クイーンズ，

オックスフォード，ケンブリッジ，ロンドン大学の

一員そして法律や医療の専門家は,金銭のために競

技してはならない｡入場料をとる競技に参加しては
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のアマチュアリズムの規制の下，中産階級以上

の階級の人々によって行われていた。しかし，

この頃は中産階級の台頭で，彼らはカトリック

系のアイルランド人や，アイルランド人と混血

した古い英国人であった。彼らの中には地方か

らダブリンで成功し，富をつかんだものも数多

くいた。アイルランドの地方都市では，伝統的

なスポーツが好んで行われており，地方出身者

はダブリンに住んでいても少なからず伝統ス

ポーツを行っていたと考えられる。さらに，こ

の頃アイルランドナショナリズムの高揚が，英

国産のスポーツからアイルランドのスポーツへ

の転換を促したとみることもできよう。

HurlingClub）で行われていたルールは，どちら

かといえば田舎の‘Hurlingtogoals'の変形だっ

た。なぜならカレッジパークでのゲームは，場

所が制限されていたし，イングランドのパブ

リックスクール（長いあいだ成文化されていな

いホッケーが人気だった）から学生が流入する

ことによってハーリングは洗練されたものに

なったからである。トリニテイカレッジのルー

ルでは，相手選手が打ったボールをつかんだ時

だけ，パックが空中にあることを認められた。

スティックを頭の上で振り回したり，相手の

ハール（スティック）を奪うことは「危険」と

されていた。しかし,もっとも大きなトリニティ

ルールの特徴は，刃の部分を２インチの大きさ

に制限したことだった。この取り決めはハーリ

ングに固有の特徴をもたらした。なぜならその

広い刃は，頭上のプレーや，長いパス，ボール

を刃の部分に乗せてホップさせながら，あるい

はバランスをとりながらのソロ・ラン(solorun）

を生み出したからである。

古い形を残すハーリングはアイルランド南部，

特にコーク（Cork）州の北部やリムリック州

（CountyLimerick）で盛んに行われていた。そ

こではハーリングは比"6Ｃｅ〃と呼ばれていた。

ハーレーは現在使われている道具と同じものを

使っていたが，ボールの大きさは少なくとも現

在の２倍以上あった。ボールはコルクを芯にし

てそのまわりを綿でまき，その上を革で覆った

ものだった。それはシリター(s"ｏｊｈ”)と呼ばれ

た。

ゴールウェイやキルケニーをはじめ付近の州

でもハーリングが行われていたが，別の呼び方

だった。ハーリングはウォノレシュ山脈からス

アー（Suir）にかけての町々で行われていた。

1870年代に入ると１７９８年の青年アイルランド

党の蜂起以来，集団の活動の警戒が厳しくなっ

た地域でも，またその他の地域でも定期的に

ハーリングが行われていた。この頃のハーリン

グには統一されたルールは見ることができない。

1879年までにダブリンには６つ以上のハーリ

《ハーリング》

１９世紀中頃，アイルランド最大の大飢饅が

あった。このとき多くの人が死に，またアメリ

カを始め海外への移住を行った。多くの教区で

たくさんのハーリングの選手や伝統的なゲーム

は消え去った。しかし，ハーリングはアイルラ

ンド人たちに深く根をおろしており，絶望的な

大飢饅後再びそのゲームはよみがえった。１８５０

年代の初めにはゴールウェイ州（County

Galway）でカモーン（caman）のぶつかりあう

音が聞こえた。1854年には，大飢饅後初めての

大きな試合が西部で行われたという記述がある。

その試合はアスローン(AthIone)で行われ,ゴー

ト（Golt）とオファリー（OfYtlly）がそれぞれ

２１人のメンバーで戦った。ゴールウェイ

（Galway）ではパット・ラーキン(PatLarkin)が

作成したハーリングのルールが印刷されていた。

これは現在のルールとはかなり異なる。また，

当時，ダブリントリニティカレッジなどで行わ

れていたハーレー（HurIey）のルールも現在の

ルールとは異なる。

これらのルールは，土地独自のルールで行われ

ていたハーリングが廃れていった1860年代，ト

リニテイカレッジで大幅に改造されて形になっ

たものである。1860年代初期に設立されたダブ

リン大学ハーリングクラブ（DublinUniversity
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ングのクラブが作られる。しかし，それらは見

かけも背景も国民的でなかった。その年の１月

には，トリニティカレッジで,アイルランドハー

レー連合（IrishHurleyUnion）が設立される。

その目的は,「自国の壮大で男らしいハーレーの

技術を育成しよう」というものであった。しか

し，皮肉にもこの新しい組織が最初に行ったこ

とは，イングランドのホッケークラブのルール

を真似ることだった。これによってトリニテイ

カレッジのハーリングはホッケーとなった。

残念ながら現在手元にある文献では，具体的

にどういった人がどの地方でハーリングを行っ

たのかといったことなどを詳しく見ることがで

きない。しかし，トリニテイカレッジでハーレー

がホッケーのコピーに変化してしまうことから，

アイルランドでも他の英国の植民地同様，学校

が出発点となり，英国産のスポーツが伝播した

ことがわかる。それではなぜこういったスポー

ツは一般に広まらなかったのか。ハーレーから

ホッケーに変形するように，地方のハーリング

からホッケーに似たものに変形することも可能

だったはずである｡ＧＡＡが設立された後に定め

られる統一ルールは，「新しいスポーツ」である

にも関わらず，結果的にアイルランド人に受け

入れられた。

やがて彼は愛国主義的な教師となる。アイルラ

ンド各地で教鞭をとった後，1874年にダブリン

の近くのブラックロックカレッジ（Blackrock

College）の教授となる。３年後に彼はダブリン

の中心地付近に自分の公務員予備校（Civil

SeMceAcademy，のちにキューザック・アカデ

ミーと呼ばれた）を設立した。これから数年後

が彼の最盛期ともいうべき時期になった。彼は

その時代の高給取りの一人で,年収はISOCポン

ドであったと考えられている。

彼は威圧的で時に人に対して言い過ぎてしま

うことのあるような人物であった。それでも，

彼はダブリンに長くいることがなかったので，

ナショナリストとユニオニスト両方を含む知人

を形成していた。その人たちの中には大学の教

授，議員，ジャーナリスト，労働者まで様々な

職の人がいた。彼は時々，急進的なナショナリ

ストの印象をもたれたりもしたが，政治思想は

一般のアイルランドの人と同じように自治法の

支持者だった。彼は政治的なことよりもむしろ

アイルランドの文化的なことに自分の人生の生

きがいを感じていた。彼はその－歩としてアイ

ルランドの言語復活運動に身を置くことになる。

キューザックは自身のアカデミーで，余った

時間，徹底的に運動を奨励した。彼自身もアス

リートであり，ハーリング，フットボール，ハ

ンドボール，クリケット，漕艇をする人物だっ

た。彼はダブリンに来て何年間かは競技会に出

て選手として活躍していた。しかしその後，彼

は自分の学校の設立や，アイルランド語運動な

どで選手としての時間がとれなくなっていた。

それでも彼は，審判員として定期的に競技会に

足を運んでいた｡彼はICAC(アイルランドチャ

ンピオンアスレチッククラブ）の評議員になる

誘いも受けていて，１８７８年頃にはダブリンのス

ポーツ場では著名な尊敬される人物になってい

た。当時，競技会は少数の裕福な人々のための

ものであった。自治法の支持者であるキュー

ザックだが，彼は競技会のためなら自分の政治

的な見解を修正し,自分の有利な職業を放棄し，

５GAA設立のためのキユーザツクの活動

本項では，MarcusdeBurcaの７HEGL4A

HZsZoび2】とＭｃｈａｅ/asqckα"cﾉﾉﾙeGA422をもと

にＧＡＡ設立のためのキューザックの活動につ

いて述べる。

ＧＡＡの設立を理解する上でその設立に中心

的な役害Ｉを果たしたマイケル・キューザックの

活動を知っておかなければならない。彼なしで

は1880年代にはＧＡＡの設立はなかったとも言

われている。

1847年，キューザックはクレア州（County

ClaI℃）のバレン（Burren）から遠く離れた田舎

の小さな家に生まれた。両親はアイルランド語

の話し手で，その影響があったと思われるが，
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残りの人生が不安定になっていいとさえ考えて

いた。それほどまでに彼は競技会に情熱を注い

でいた。

そんなキューザックも１８７９年の終わりごろ

には，競技会に幻滅の念を抱くようになる。競

技会には道徳的規範がなくなり，悪習がはび

こっていた。そこでは，賞金は普通にアマチュ

ア選手に渡されていたし，賭け事は大目にみら

れていた。ハンディキャップは人気のあるアス

リートを助けていた。こういったことは競技会

に参加する若者たちを落胆させていた。

キューザックは，道徳的規範の欠如とプロ

フェッショナリズムの台頭に不安を感じるよう

になっていた。そしてそれに対抗するための手

段として，彼が純粋な競技会（pureathIetics）と

名づけた,スポーツの復活運動を展開し始めた。

彼は競技会に重量投げと跳躍種目をプログラム

に戻すことを強く主張した。この最初のキュー

ザックの競技会についてのキャンペーンは，

GAA設立を徐々に導いていくことになる。

1879年の競技会でキューザックはパット・ネ

イリー（PatNally）と出会う。ネイリーは政治

とスポーツは分離できないと考える人物だった。

彼は地主の代わりにナショナリストたちによっ

て競技会が組織されるべきだと考えていた。

キューザックはネイリーとの接触を通じて，自

分たちの民族の肉体的な強さを守ろうと考える

ようになる｡そして彼は1880年にナショナルア

スレチック大会(NationalAthIeticMeeting）を開

催した。そこには今まで競技会に参加すること

のできなかった職人たちも参加した。

1881年にキューザックはアイリッシュ・ス

ポーツマン紙（IrishSportsman）に匿名で三つの

記事を寄せた。最初の記事は，アスレチックス

ピリッツと呼ばれるものが衰退していくことの

懸念。二つ目の記事は，アイルランドでは政治

的な見解の違いは大きな意味を持つものだった

が，スポーツでは統一が可能であることを指摘

した。三つ目の記事では，アイルランドの競技

会で彼が悪いと感じていることを書き，それが

どう改善されるべきかを述べた。

１８８２年のキューザックの活動は素晴らしい

ものだった。一つはアイルランド語に関する活

動で大きな成功を得た。彼が出納役を努めるア

イルランド語保護・養成のためのゲール同盟

（GaelicUnionfbrtheP1℃servationandCultivation

ofthelrishLanguage）の後援により，９月に２ケ

国語併記のゲーリック・ジャーナル誌（GcJe比

Jb"、α/）を出版した。これは当時最も近代的な

雑誌で,言語復活運動の現実的な始まりだった。

もう一つは,１２月にＤＨＣ(DublinHurlingClub：

ダブリンハーリングクラブ）を設立したことで

ある。そこが運営する競技会は職人の参加も認

められ，アイルランドで最初のプロ・アマ関係

なしのオープンな大会となった。このＤＨＣは

Ｍｅｔｓ（MetropolitanHurlingClub：メトロポリタ

ンハーリングクラブ）の元となり，1884年に設

立されるＧＡＡの基礎的な組織となる。

キューザックがアイルランド競技会のことか

らなぜハーリングにも興味が向けられたのかと

いうと，アイルランドのこの国民的ゲームは５０

年以上の間ダブリンでは見られなくなっていた。

ダブリンでは主にプロテスタント系のカレッジ

やラグビークラブでハーリングによく似たハー

レー（hurley）が行われていた。トリニテイカ

レッジのハーレークラブ（UniversityHurley

C1ub）では，1870年に早くもルールが作られて

いた｡そして’881年にはハーレーの統括組織ダ

ブリンハーレー連盟（DublinHurleyUnion）が

設立され，1882年の初めにはアイルランドハー

レー連盟（IrishHurleyUnion）が設立された。

しかしこのハーレーはアイルランドの古いゲー

ムというよりもむしろ英国で一般的なホッケー

によく似たものだった。キューザックはこう

いった状況を好ましく思っておらず，自分が子

どもの頃親しんだ国民的ゲームであるハーリン

グを復活させようと決意する。まずキューザッ

クは有名なハーレーの選手にハーリングの復活

に協力してもらうことにした。また，ＤＨＣの設

立会議にはナショナリストとユニオニストの両
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方が出席した。キューザックを含むＤＨＣの委

員会はハーレーからハーリングヘの転換を準備

し始めた。

数週間後，ダブリンにはハールやボールの使

い方を知っている人が誰もいなかったので，

DHCのメンバーは，土曜の午後フェニックス

パークでハーリングの練習を始めた。しかしこ

の思惑は成功しなかった。1883年の春，何人か

の有名なハーレーの選手がこのゲームに協力し

たが，ほとんどの選手はこのゲームは自分たち

の行っているゲーム（ハーレー）をなくそうと

するものだと感じ，このゲームを行うことに反

対した。また前年，フェニックスパークで英国

のアイルランド担当大臣らが暗殺されたことに

よる政治的な緊張から，ユニオニストたちは非

協力的であった。そして’883年の夏にＤＨＣは

活動を停止する。

この頃，キューザックは一般の人々のための

競技会の組織とハーリングの復活を結びつける

ことを考えるようになる。彼はマンスターを中

心に競技会を訪れ，競技会の自治とハーリング

の復活の新しい計画を論じた。そしてキュー

ザックは自治法を支持する雑誌である週刊の

シヤムロック誌Ｍａｍゎck）に，自身が教育面

のコラムの編集者としての地位を利用して，若

いリーダーたちにハーリングの復活と競技会へ

の参加を呼びかけた。

１８８３年９月下旬，キューザックはフェニック

スパークのポログラウンドで再びハーリングの

練習を開始した。最初の士曜日にそこで練習を

したのは彼と彼の４人の生徒だった。しかし，

土曜の練習を見ていた人が参加し，毎週その集

団は大きくなっていった。この練習にはハー

レーの選手は誰も参加しなかった。けれども，

ハーリングが残っていた地域からダブリンに

やってきたハーリング経験者が加わっていった。

そしてすぐに二つのチームができるほどの人が

集まった。１０月に彼はキューザックアカデミー

ハーリングクラブ（Cusack，sAcademyHurling

C1ub)を設立し,１２月にはMetsが設立される。

Ｍｅｔｓの立ち上げはキューザックに全国的な規

模で自身の活動を成功させる自信を持たせた。

そして彼の興味はダブリン以外の地方に向けら

れ，各地を統括する組織の必要性を感じるよう

になった。

ゴールウェイ州の南部ではハーリングが広く

行われていて，1884年の初頭，そこからＭｅｔｓ

に試合の招待状が届いた。イースターの月曜に

バリナスロー（Ballinasloe）で行われ，勝者には

二人の地方実業家によりシルバーカップが手渡

されることになっていた。しかしこのイベント

は量的な面でのみ成功を収めた。というのは，

ゲームが始まってすぐに集まった多くの観衆が

なだれ込み，ゲームは一時中断し，Metsがゴー

ルを決めてすぐに試合は終了となった。この試

合会場から少しはなれたところで，様々な地方

から観戦のため集まった人々がハーリングを

行っていた。しかし，彼らのハーリングはルー

ルがバラバラだった。それを見たキューザック

は統一したルールの必要性を感じた。

１８８４年の夏にはマンスターを中心とした地

域の競技大会に自分の考えを支持してくれる人

を探しに訪れた。その地域の競技会はアイルラ

ンドスポーツを統治しているＡＡＡのアスリー

トのエントリーのみを受け入れていた。彼はそ

れを見て今こそ計画していた組織が必要だと感

じ,今まで以上に強く支持を要請した｡彼は様々

な場所で自分を支持する人が増えつつあること

に励まされた。特にゴールウェイ州の南部や，

コーク州の北部のハーリングが残っている地域

に，キューザックの考えを支持する人が多かっ

た。

この夏の初めにはキューザックは，ナショナ

リスト向けの新聞に話を持ちかけ，支持を得て

いた。そのことにより多くの人に自分たちの活

動を知ってもらうことになった。彼が支持をと

りつけるのに成功したのは，最も広く読まれて

いた，ウィリアム・オブライエン（WilliamO,

Brien）下院議員が編集する自治法の機関紙ユナ

イテッドアイルランド紙（Unitedlreland）とり
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チャード・ピゴット（RichardPigott）が編集す

る過激なアイリッシュマン紙（Irishman）だっ

た。その結果，数ヶ月の間キューザックは匿名

で自分の言い分を主張することができた。

1884年の８月のキューザックの活動は不明瞭

なものだが，ゴールウェイのローア(Loughre)で

会議を行い，８月１５日にクロンフォート

（Clonfert）のダガン（Duggan）司教に会い，後

援を頼んでいる。キューザックは自分の計画に

は聖職者の支持が必要だということをおそらく

認識していた。司教は若い頃ハーリングの選手

で有名なアスリートだった。彼はキューザック

の計画をサポートしたかったが，７１歳と高齢で

病気を繰り返していた。そこで彼はターリス

（Thurles）のクローク大司教に話を持っていく

よう助言した。

また,この頃にＧＡＡの最初の会長となるモー

リス・ダヴィン（MauriceDavin）との接触があ

る。キューザックからダヴインヘの手紙にはそ

のときの計画の進行状況やこれからの活動にど

ういったものが必要なのかが記されている。

いたことを，コークの人たちに手紙で伝えた。きっと

リストーウェル(ListoweDのスタック氏(MnStack)は，

ケリーの北部の世話をするでしょう。私はナショナル

リーグのメンバーではないが,私はその組織の指導者

たちの影響なしには考えられない。国内の報道は，私

が準備をしているとき，私に論を述べる余地を与えて

くれるだろう。シャムロックは私の思い通りになる。

私は１ヶ月くらいの間にここを拡大して,本格的に民

衆の教育に力を入れようと思う。ユナイテッドアイル

ランド紙の競技会の記事は砲弾のように敵の階級を

爆破している。もちろん私がしたことを彼らは知って

いる。したがってその新聞は手間取りそうにない。

人々のリーダーたちの支えなくしては，この国民的

娯楽の復活は完全に望みを絶たれるのは明らかであ

るから，私はこれを拒否するのはもってのほかである

という主張をし続けることをためらわない｡努力を長

く続けることによってやっと我々は勝利を得た。これ

から我々の行う仕事は共にアイルランド人のために

働くことと，その国民に非国民的な影響を与える人々

を押しのけることである。

この仕事が少しでも前進したときはあなたに再び

手紙で知らせます。

大いなる感謝をこめて

敬具

マイケル・キューザック

TheGaeIicUnion，

４Gardiner，sPlace，

DubIin・

Z6thAugust,１８８４

親愛なるダヴィン

その規則などと共にアイルランド人の協会を年末ま

でに形成しなければならない。協会は1885年のうち

に全国的に組織できることだろう。我々は1886年に

は必ず計画的大集会を開くことができるだろう。この

事業はマンスターから働きかけていかなければなら

ない。

もしも我々が１１月１日にティペラリーの中心地で

代表者会議が開催されたとしたら次に？ダブリンの

ことは心配要らない。あそこは今以上に悪くなること

はない｡我々は地方の人々に目をむけなければならな

いだろう。ダブリンはイングランドに同意し，その関

係を続けるに違いない。

私はこの日，あなたからとても温かい返事をいただ

この手紙は，ダブリンよりも地方を重視してい

ることやナショナルリーグからの支持が必要で

あるとキューザックが感じていることを示して

いる。手紙の中に登場するスタック氏とは，ケ

リーのフィーニアンの主要人物であり，後のケ

リーのフットボーラーであり，シンフェイン(ア

イルランド独立を主張する政党）のリーダーで

あるオーステイン・スタック（AustinStack）の

父親である。

なぜダヴインがこの計画に必要だったかとい

うと，少なくともダヴインはキューザックには

ない二つの要素を持っていた。ダヴィンのアス

リートとしての実績は申し分のないものだった。

そして彼は多くのアイルランド人に尊敬されて
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いた。さらに彼はナショナリストであったけれ

ども，キューザックよりもユニオニストに受け

が良かった。ダヴインはキューザックと全く同

じ理想をもっていたわけではないが，アイルラ

ンドのフットボールの復活を強く望んでいた。

ダヴインの協力を得るようになってから，

キューザックのナショナルゲームを復活させる

活動の中にフットボールが加わった。

９月の間，キューザックの公式の活動はない。

しかし彼はダブリンで怠けていたわけではなく，

土曜のMetsの集まりを行っていた｡そしてそれ

はその年の終わりまで続いた。また，このクラ

ブは新しい協会に最初に加わるクラブとなった。

彼のダブリンでハーリングを広める活動は10

月にダブリンで３番目のクラブ，ダブリン労働

者ハーリングクラブ(DublinWOrkman,sHurling

Club）が設立されたことからわかる。またこの

期間に彼の最も親しいＭｅｔｓの委員たちと新し

い組織の戦略や見通しなどが話し合われたと考

えられている。

10月１１日に二つのナショナリストの新聞に，

「アイルランド競技会世界（AWOrldonlrish

Athletics)」という同じ見出しの記事を載せた。

キューザックの書いたその記事には,「競技会が

大衆の手によって運営される時代が到来した」

と述べられている。また，同日シヤムロック誌

には「我々は我々の国民的娯楽の保護と養成の

ための団体の設立を提案する」という記事を掲

載した。

そして10月の最後の週に，キューザックは

１１月１日にターリスで会議が開かれることを発

表した。ダヴインとキューザックの署名のある

この回状は10月２７日ダブリンのGardiner，s

Placeの４番地から発された。

出席するよう心からお願い申し上げます。この会議で

発足しようとしている運動は，マイケル・ダヴィット

氏，ジャスティン・マッカーシー下院議員（Justin

McCalthyM.Ｒ)，ウィリアム・オブライエン下院議員

（WiIIiamO，BrienMPL）Ｔ・ハリントン下院議員（n

HarringtonM.Ｒ),そしてアイルランド民族の社会的発

展に心がけている社会的地位の高い他の方々にすで

に同意されている。会議場は会議当日の午後２時に

ターリスのコマーシャルホテルにて決定される。

６GAA設立会議

本項では，MarcusdeBurcaのMCAαe/CiJsack

α"山"eGL423をもとにＧＡＡの設立会議につい

て述べる。

《会議のようす》

1884年の１１月１日，土曜の午後三時にターリ

スのへイズィズホテル（Hayes，sHotel）のビリ

ヤードルームで会議は開かれた。そこにはたっ

た七人だけのメンバーが集まった。会議に出席

する約束をしたが出席できない人もいた。全員

が席につき，キューザックが議長のダヴインを

呼んだ。それからキューザックは会議の招集の

回状を読んだ。２４

次にダヴインがスピーチを行った。彼はアイ

ルランド人が多くの古き良きアイルランドの

ゲームがこの国で死に絶えていくことが放置さ

れていること，そしてそれらの娯楽を復活させ

るためにルールを起草しなければならないこと，

貧しい人々のために競技会を開く組織が必要な

ことを主張した。２５

キューザックはその後，長いスピーチを行っ

た。それはアイルランドのスポーツを報道しな

い新聞への批難だった。そしてキューザックの

元へ届いた６０通の支持のメッセージを読み上

げた｡その手紙には海外からのものも含まれた。

そしてその中でも特に土地同盟の指導者マイケ

ル・ダヴィットからの手紙が，出席者の注目を

集めた。次にジョン・マッケイ（JohnMcKay）

がスピーチを行った。３人のスピーチが終わっ

た後，この組織の会長にダヴインがふさわしい

拝啓

我々の国民的娯楽を保護し養成するように,そして

アイルランド人の余暇時間に合理的な娯楽を提供す

るようにゲール人協会（GaeIicAssociation）を構成す

るにいたって，１１月１日にターリスで行われる会議に
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というキューザックの提案に，最初ジョン・ワ

イズ・パワー（JohnWysePower）が賛成し，全

員が同意した。また，この協会の幹事には，

キューザック，マッケイ，パワーが就くことに

なった。そして協会の目的を確認し合い，その

目的がそのままこの新しい協会の名前，国民的

娯楽の保護と養成のためのゲーリックアスレ

チック協会（GaelicAthleticAssociationfbrthe

PreservationandCultivationofNationalPastimes）

となった。２６ここでいう国民的娯楽に関して，

キューザックは｢重量投げ｣，「跳躍競技｣，「ハー

リング｣，「アイルランドフットボール｣，「レス

リング｣，「ボーリング」を国民的娯楽としてリ

ストアップしている。しかし，「レスリング」は

キューザックがひいきしていたにもかかわらず，

GAAの設立後すぐにそのゲームは禁止された。

また，「ボーリング(現在でもコークでボールズ

と呼ばれプレーされている)」は，ＧＡＡによっ

て促進されることはなかった。２７

最後にクローク大司教，チャールズ・スチュ

ワート・パーネル，マイケル・ダヴィットにパ

トロンとなるように要請することを決め，会議

は散会となった。多くの点で不安定で見込みの

ないまま新しい組織はスタートした。次回以降

の会議の日や会合場所さえも決めずに別れた。
羽

なぜ出席者力xこんなに少なかったのだろうか。

警察関係者がこのホテルの近くにいた｡しかし，

彼らの関心はこの会議の内容ではなく，ブラッ

ケンとパワーの二人のフィーニアンであった。

つまり警察関係者は，キューザックらの運動が

危険な運動だという認識は持っていなかった。

キューザックはナショナルリーグの役人のダ

ン・ヒッション（DanHishon）の助力により，

ナショナルリーグ会員の郵送先名簿を手に入れ，

招待状を配っていた。そういったキューザック

の努力にも関わらず,出席者は少なかったので，

キューザックはこの組織を成功させるために，

この会議により支持の約束を多く得たことを誇

張して報道した。２９

２０年後キューザックはこのホテルでの出来

事を「慌しい会議」と表現した。この会議は単

に，会議が招集されたから会議を行ったにすぎ

ないものだった。１９１１年にデヴリン（PLJ

Devlin）はそれが「ただの予備的な考え方のや

りとり」であったことを説明している。３０

《出席者について》３’

ＧＡＡが設立されたとされる1884年１１月１

日のHayes，sHotelには七人の設立メンバーが

いた。そのメンバーは，マイケル・キューザッ

ク，モーリス・ダヴイン，キャロン（Callan）

のオライアン(ＰＬＬＯ,Ryan)，コークのジョン・

マッケイ，テンプリモア(memplemore)のＪＫ・ブ

ラッケン（JamesKBracken)，ナース(Naas)の

ジョン・ワイズ・パワー，テンプリモアの地区

監査人のマッカシー（ThomasMcCarthy）だっ

た。彼らは創設初期７人と呼ばれている。しか

しそのうちの二人オライアンとマッカシーはこ

の設立会議に好奇心だけでやってきた，中立な

立場のいわば観衆のようなものだった。現に彼

らは二度と協会の活動に参加することはない。

オライアンについては単に健康を害して協会の

活動に参加できなくなったという説32もある。

マイケル・キューザックについては前述したた

めに省略する。

キューザックの隣には,ＧＡＡの共同設立者で

あるモーリス・ダヴィンがいた。彼はこの運動

が始められてから，この組織の，その初期と成

長期に重要な役割を担った人物である。ダヴィ

ンは素晴らしいハーリングの選手で，フット

ボーラーだった。彼が競技会に出場したとき，

彼はハンマー投げと重量投げで世界記録を打ち

立てた。しかし，彼はこれらの栄誉と比較でき

ないほどの名声を，彼の誠実さと公正さによっ

て獲得していた。ＧＡＡが設立されたとき，彼は

40代前半だったが，すでに「アイルランドの偉

大な男（theGrandOldManoflrish)」として崇め

られていた。大多数のアイルランド人のアス

リートは彼をとても尊敬していた。
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ジョン・ワイズ・パワーはダブリンに住んで

いた。彼はレンスターリーダー紙（比加嫁

如〃）の編集者だった。そして彼はIRBのメ

ンバーだった。彼の政治的な信念は公共の場を

行進したりするという種類のものではなかった。

彼はこの協会の幹事の地位を約束された。そし

て後に数年間ダブリン中央評議会（Dublin

CountyBoard)の議長を務めた｡彼は熱心なＧＡＡ

のメンバーで長い間組織には残ったが，彼には

GAAでの成功のチャンスはなかった｡彼は競技

会で何年間もＧＡＡの公式ハンディキャッパー

(handicapper)を務めた。

ジョン・マッケイはベルファスト出身でコー

クイグザミナー紙（cb,１tExzJ〃"e7）の新聞記者

だった｡彼は競技会に非常に興味を持っていた。

そして彼は後にＧＡＡの幹事になる。彼はコー

クイグザミナーをやめるとき,幹事も辞職した。

しかし彼はその次のロンドン，ダブリン，ベル

ファストでのジャーナリスト生活の問，可能な

限りの援助をＧＡＡに対して行った。

１Ｋ．ブラッケンはテンプリモア出身の士建

業者でIRBのメンバーだった。彼はアイルラン

ドの愛国者記念館の建築を委託された。彼は

GAAの代理会長の一人で,後にその組織の中で

起こった論争に巻き込まれ，そして１８８７年の

「大変動」で彼はＧＡＡを追われる。

テンプリモアからやってきた地区監査人トー

マス・マッカシーは，ケリー出身で，テイペラ

リーのアピースクール(theAbbeySchool)から

テイペラリーグラマースクールで学んだ。彼は

そこからトリニティカレッジに進み，そしてダ

ブリンのラグビー場でキューザックに初めて出

会った｡彼もまたキューザック・アカデミーで，

若いころ警察官試験に合格するために，キュー

ザックアカデミーで教育を受けた。

七人の設立メンバーの中で，もっともはっき

りしないのが，オライアンである。彼はキャロ

ンとターリスで若い弁護士として活動していた。

GAAが設立された後，ＧＡＡによって行われた

初期のイベントを組織することの手助けをした。

彼は論争時に時折穏やかな助言を手紙で申し出

たことを除いては，協会の初期の活動に参加す

ることはなかった。

《GAAのパトロン》

設立時のＧＡＡを考える上で３人のパトロン

について整理しておく必要がある。キューザッ

クは1884年の夏,世間に影響力があり，高い尊

敬を集め，パトロンの役目を進んで引き受けて

くれそうな人を探していた。そして，パトロン

となったパーネル，ダヴィット，クローク大司

教はＧＡＡのメンバー獲得に大きな影響を与え

たし，彼らの存在がＧＡＡの活動の方向性へ与

えた影響もはかりしれないと考えることができ

る。

ａ、チャールズ・スチュワート・パーネル

（1846-91）

父親は英国系の裕福な地主であったが，母親

はアメリカ人で，父親が英国と戦った経験があ

るだけに，英国嫌いであった。パーネル素行不

良で英国のいくつかの学校で退学させられ，ケ

ンブリッジ大学も酔っ払って放校処分になった。

67年のIRBの蜂起後に処刑された３人の｢マン

チェスターの殉教者」事件に刺激をうけて英国

嫌いになり，７５年にアイルランド選出の英国下

院議員となってアイルランドの自治問題で活躍

し，マイケル・ダヴィットに要請されて「土地

同盟」の会長に就任した。

パーネルは１１月１日のターリスでの会議の中

に少なくとも３人のフイーニアン(ブラッケン，

パワー，そして近辺にいたとされるマロニー

(Maloney)）がいたことを知っていた。彼はパト

ロンとなることを喜んで受けたが，その要請の

返答からは積極的に活動に参加しようという意

思は読み取れない。しかし，キューザックは彼

の参加が非常に大きなものと考えており，この

新しい組織を設立し運営していくためにパーネ

ルからのどのような要求にも応えようとした。
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b､マイケル・ダヴイット（1846-1906）

メイヨー州に生まれたが，貧乏な小作人の一

家は大飢饅後に英国に移住した。１１歳のときか

ら英国の木綿工場に働きにでて，機械に右腕を

挟まれて切断した。６５年にＩＲＢに加入し，７０

年に殺人容疑教唆で１５年の刑をうけて服役し，

77年に仮釈放されて，渡米した。そこでフイー

ニアンズのデヴォイと会い，ＩＲＢと土地問題の

活動家を結びつけることを学び,７９年に故郷に

帰国してアイルランド議会党のパーネルを説得

して三者の連携による「新しい出発」を成し遂

げた。

ダヴイットとキューザックは心からの信頼関

係を築いていたとされる。1884年８月，ダブリ

ンのカトリッククラブで，二人はそれぞれの計

画について議論しあった。そして，彼はキュー

ザックの考えに共鳴し，独立したアイルランド

のアスレチック協会を設立するとき，手助けす

ることを約束した。キューザックのダヴィンヘ

の手紙の中に｢我々は1886年には必ず計画的大

集会を開くことができるだろう」と書かれてい

た。それはダヴイットが最初にキューザックに

話した，彼の理想であり，キューザックはいつ

も彼のその考えを賞賛していた。

らだらしたり，手をポケットにいれて元気がな

い様子を見てとても悲しんでいた。また，伝統

スポーツが盛んだと言われていたマンスターで

もアイルランドの他の場所と同様に，対教区間

のハーリングやフットボールのルールは違って

いた。このようなことから，クロークはＧＡＡ

の必要性を感じていたと考えられる。彼は自分

が健康なうちはパトロンとしての役割を果たす

ことを約束し，それは20年近く続いた。３３

《パトロンからの手紙》

11月１日からおよそ６週間後の，１８８４年１２

月１１日にキューザックはパーネル,ダヴイット，

クロークに手紙を書いた。それは会議で彼らに

パトロンとなってほしい旨を伝えるもので，正

式に彼らの同意を得るためのものだった。３人

ともその返事をＩＣ日以内に返した｡そしてそれ

ら受諾の手紙の写しをキューザックはダブリン

のナショナリストの組織とスポーツ組織に渡し

た。また，フリーマンズジャーナル紙は】２月

２４日に，ユナイテッドアイルランド紙とアイ

リッシュマン紙は１２月２７日に三つの手紙全て

を掲載した。３４

パーネルからの手紙の内容は，温かい調子を

保ちながらその内容は希薄なものだった。ＧＡＡ

の目的に賛成することと，自分がパトロンにな

ることに名誉を感じる表現だった。彼はこの新

しい運動が成功するために手助けすることを約

束した。それは，キューザックが望んでいたも

のであったが，他の二人のものとは違いそれ以

上のことは書かれていなかった。３５

ダヴィットからの返事は新しい協会を熱烈に

支持し,ＧＡＡの目的をより進めることができる

ように活動したい意思が表現されていた。３６

クロークからの手紙は,ＧＡＡのメンバーに大

きな影響を与えた。その手紙はＧＡＡの憲章的

なものとなり，１世紀にわたりルールブックに

掲載された。３７

c・クローク大司教

1884年，クローク大司教は６０歳になってい

た｡彼は｢人間の中の人間」と呼ばれたカトリッ

クの父と，貴族と姻戚関係のあるプロテスタン

トの母の間に生まれた。ローマとパリで聖職に

ついて学んだ後,クロークは20年間ニュージー

ランドのオークランドで助任司祭を務めた。故

郷のクロイネ（Croyne）で学寮の寮長や教区の

司祭を務めた。］875年にキヤシェル（Cashel）

の司教に任命される。彼は当時のアイルランド

の中で，最も広い見地をもち，率直で活発な，

そして雄弁で愛国心ある高位聖職者だった。

クロークがＧＡＡのパトロンとなることに同

意したのは，当然のことだったと考えられてい

る。彼は自分の教区を巡回中，道端で若者がだ －我々はその（英国の）流行，発音，音楽と踊り，
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そして多様な生活スタイル,スポーツまたは娯楽を

全て取り入れている。それは，いかにも我々の壮大

な国民的なスポーツにとって屈辱であり，この歴史

ある国の全ての国民にとって恥をかかせることで

ある。

なかった。ＧＡＡの設立者キューザックは,伝統

スポーツの衰退とアイルランドで開催される大

会にアイルランド人が参加できないことに不満

をもっており，この二つの課題を解決するため

の組織としてＧＡＡの設立を決意する｡そして，

キューザックはこの組織を成功させるために，

政治家やナショナリスト，カトリック教会の司

教にパトロン就任の要請を行なった。キュー

ザックの設立当初の思いは，ＧＡＡを対英国ス

ポーツのための組織にするつもりはなかったが，

対英国を公的に表明している３人をパトロンと

したため，組織は「対英国」の傾向をみせはじ

める。つまり，英国の反対側にあったのが「ア

イルランド」であり，これらＧＡＡスポーツに

「アイリッシュネス」が結びついていく。ＧＡＡ

スポーツは元々その地に存在したものであり，

「アイリッシュネス」との融合は自然なもの

だった。それ故，現在も「アイリッシュネス」

＝ＧＡＡスポーツの図式が成立しているのであ

る。このことを日本に引き寄せて考えると，日

本の文化と融合したスポーツライフを国民ス

ポーツとして展開していくためのヒントになろ

う｡外国産のスポーツ一辺倒になるのではなく，

これまで存在した日本独自の身体文化である相

撲や綱引き，流鏑馬，蹴鞠，盆踊り，祭り等の

－部内容も生涯スポーツの内容と加味して行く

ことが考えられてよいのではないだろうか。

アイルランドルールによって行うボール遊び,ハー

リング，フットボール，キャスティング，様々な跳

び回る遊び，レスリング（中略）大人にも子供にも

愛されるゲームや遊びなどが今はもはや消えか

かっている。それだけではなく，多数の地域で全く

忘れられたり，または知らなかったりしている。

その代わり我々は何を得たのだろうか？ローンテ

ニス，ポロ，クロッケー，クリケットなどのような

外国で生まれた素晴らしいフィールドスポーツは

それなりに優秀で健康的なスポーツではあるが,こ

の地の独特さはなくやはり外国のものだ。

この数年間で我々が伝承してきたスポーツを強く

非難したり，恥じるかのようにわが国の特色を目立

たなくさせたりして,英国のものや英国風の広幅織

物を身につけたり，英国風のジャガイモつぶし器の

慣習まで受けいれたり，その柔弱な愚行を行ってき

た。このままあとしばらく歩んでいくなら，直ちに

公的に国民性を捨てて,ユニオンジャックを目にす

るたびに喜びを表したり，「イングランドのブラッ

ディレッド(England，sbloodyred)」を大喜びで「グ

リーン（thegreen)」の上に描けばいい。 引用・参考文献一覧
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ツは陸上競技大会だったが，アイルランド人の

多くはアマチュア規定のために参加が認められ
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附記

本稿は,榎本雅之が金沢大学大学院教育学研究科在

学中の2004～2005年にかけて姉妹校提携を結んでい

るアイルランド・ダブリン市大学に留学するなかで収

集した資料をもとにまとめた，平成１８年度同修士論

文『1887年のＧＡＡ（GaelicAthleticAssociation）主催

陸上競技大会』に続く一連のアイルランドスポーツ研

究の一つである。スポーツの近代化は一般にグローバ

ル化するに伴って，そのナショナノレなあるいは士着の

アイデンティティや文化性を喪失していくことが多

いが，アイルランドのスポーツは，近代化を目指しな

がらもきわめて強い個性,榎本のいう「アイリッシュ

ネス」を主張し続けている。こうしたあり方は，新し

い時代のスポーツのあり方，とりわけ国民スポーツ的

な生涯スポーツを考える時に，きわめて重要であろう。

スポーツが文化である以上,その個性が言語や文学な

ど様々な分野,例えばアイルランドのきわめて個性的

な酒にも表現されるように，スポーツにも現れて当然

と考えるからである。なお本稿はかつての指導教員と

して大久保が若干のアドバイスや修正を加えたが,功

績は全面的に榎本雅之にある。大久保が著者筆頭にあ

るのは学部紀要の規定に基づくためである。

（大久保英哲記）
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